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2013・2　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、
運
動
会
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
郷
土
料
理
を
ふ
る

ま
っ
た
り
、
小
中
学
校
や
地
域
で
の

郷
土
料
理
体
験
講
座
の
開
催
を
通

じ
、
郷
土
料
理
の
伝
承
・
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
自
ら

地
元
農
産
物
の
加
工
・
販
売
を
行
う

こ
と
で
、
地
元
農
産
物
の
積
極
的
な

Ｐ
Ｒ
を
行
い
た
い
と
思
い
、
加
工
販

売
所
を
整
備
し
ま
し
た
。
加
工
販
売

所
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ

る
よ
う
な
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い
加

工
販
売
所
に
し
て
い
こ
う
と
の
思
い

か
ら
、「
愛
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
工
房
」
と

い
う
愛
称
に
決
め
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
味
噌
」、「
な
ば
な
」、

「
ね
ご
ろ
大
唐
」
等
の
地
元
の
食
材

を
使
い
、加
工
販
売
所
や
道
の
駅「
根

来
さ
く
ら
の
里
」
で
の
加
工
品
の
販

売
の
ほ
か
、
平
成
27
年
に
和
歌
山
県

で
開
催
さ
れ
る
「
紀
の
国
わ
か
や
ま

国
体
」
の
中
で
、
食
べ
て
も
ら
え
、

ま
た
お
み
や
げ
と
し
て
持
ち
帰
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
地
元
の
特
産
品
の

開
発
や
岩
出
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
」
を
使
っ

た
加
工
品
の
開
発
等
の
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
11
月
に
岩
出
市
生
活
研

究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の
念
願
で
あ
っ

た
農
産
物
加
工
販
売
所
が
完
成
し
ま

し
た
。
12
月
10
日
（
月
）
に
は
、
岩

出
市
長
や
那
賀
振
興
局
長
を
は
じ

め
、
多
く
の
来
賓
の
方
を
招
き
、
盛

大
に
開
所
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

農
産
物
加
工
販
売
所
で
は
地
元
農

産
物
を
使
っ
た
「
味
噌
」
や
「
こ
ん

に
ゃ
く
」、「
な
ば
な
入
り
巻
き
ず
し
」

や
「
な
ば
な
も
ち
」
等
安
心
・
安
全

で
お
い
し
い
農
産
物
加
工
品
を
た
く

さ
ん
揃
え
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度

販
売
所
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
場
所　

岩
出
市
山
６
１
４
番
地

　
　
　
　
（
３
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）

○
営
業
日　

毎
週
水
・
日
曜
日

※
イ
ベ
ン
ト
参
加
等
に
よ
り
閉
店
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
営
業
時
間

　

午
前
10
時
か
ら

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

地
元
の
農
産
物
を
使
っ
て

地
元
で
取
れ
る
農
産
物
を
使
っ
て
特
産
品
作
り
に
取
り
組
む
人
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

農
産
物
加
工
販
売
所
「
愛
Ｓ
Ｕ
Ｎ
さ
ん
工
房
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ー
プ
ン
！

○
問
い
合
わ
せ
先

　

℡
０
７
３
６
‐
67
‐
７
７
１
１

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岩
出
市
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

加
工
部
代
表　
　

福
田　

清
子  

氏

▲開所式で披露された「なばな入り巻きずし」等の加工品



3　　広報いわで　2013・2 【市民憲章】自然を大切にしきれいなまちをつくりましょう

畑毛交番

紀泉台

らーめん
屋

紀の川
病院

サン
ホール

愛ＳＵＮさん
工房

パチン
コ屋

スーパー

イタリア
料理屋

市立市民総
合体育館

ii センター

県道粉河加太線

農免道路

国道 24 号線

ガソリン
スタンド

県
道
泉
佐
野
岩
出
線

↑
至

　泉
南
市

←至　和歌山市 至　紀の川市→

愛ＳＵＮ
さん工房

ガソリン
スタンド

県道粉
河加太

線

美味いもんたくさんあるで！



2013・2　広報いわで　　4【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう 【市民憲章】人を愛し助けあう笑顔のまちをつくりましょう

▲なばな米粉うどん

　ほのかに香るなばなの香りと、腹も

ちがよく、もちもちしたこしのある食

感がたまりません！ 　春の訪れを感じさせる緑黄色野菜で、独特のほろ苦さと、かすかな
甘みがあって、春先の若菜らしい特有のおいしさが好まれています。

だ
も
の
で
す
。
米
粉
な
の
で
、
も
っ

ち
り
と
し
た
独
特
の
食
感
が
味
わ
え

ま
す
。

　

冬
場
は
「
鍋
」
や
「
か
け
う
ど
ん
」

に
、
夏
場
は
麺
が
清
涼
感
の
あ
る
淡

い
緑
色
を
し
て
い
る
の
で
、「
ざ
る

う
ど
ん
」
に
最
適
で
す
。

○
米
粉
う
ど
ん
取
り
扱
い
店

　

道
の
駅
根
来
さ
く
ら
の
里

岩
出
特
産
の
「
な
ば
な
」

を
練
り
こ
ん
だ
「
米
粉

う
ど
ん
」
の
販
売
開
始

　

Ｊ
Ａ
紀
の
里
岩
出
支
所
か
ら
、
地

元
産
の
米
粉
と
岩
出
特
産
の
な
ば
な

の
生
産
拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
な
加

工
品
を
作
っ
て
商
品
化
し
て
く
れ
な

　

Ｊ
Ａ
紀
の
里
で
以
前
か
ら
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
た
、岩
出
特
産
の「
な

ば
な
」
を
練
り
こ
ん
だ
「
米
粉
う
ど

ん
」
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
ば
な
」
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
末

に
し
た
も
の
を
米
粉
麺
に
練
り
込
ん

い
か
と
の
依
頼
が
あ
り
、
米
粉
と
な

ば
な
を
使
っ
た
う
ど
ん
を
開
発
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
加
工
品
は
、

製
麺
業
者
の
協
力
を
得
て
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ

う
し
て
完
成
し
た
「
な
ば
な
米
粉
う

ど
ん
」
は
、
米
粉
に
な
ば
な
を
乾
燥

し
て
粉
に
し
た
も
の
を
練
り
込
ん
で

作
っ
て
い
ま
す
。
淡
い
緑
色
を
し
た

麺
は
、
ゆ
で
る
と
ほ
の
か
に
な
ば
な

の
香
り
が
し
て
、
腹
も
ち
が
よ
く
、

も
ち
も
ち
し
た
こ
し
の
あ
る
食
感
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
に

も
食
べ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
、

な
ば
な
特
有
の
苦
み
を
感
じ
な
い
よ

う
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　
『
う
ど
ん
屋
さ
ん
の
う
ど
ん
に
も

負
け
ま
せ
ん
』
と
「
な
ば
な
米
粉
う

ど
ん
」
の
特
長
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
な
ば
な
米
粉
う
ど
ん
」
製
作
者

Ｊ
Ａ
紀
の
里　

販
売
部　

直
売
課

　
　
　
　
　
　

永
山　

由
美
子  

氏

　○場　　所：岩出市押川 37-1

　○営業時間：午前９時～午後６時（  ４月～９月）

　　　　　　　午前９時～午後５時（10 月～３月）

　○定 休 日 ：毎月第１火曜日、盆、年末年始

　○電話番号：0736-69-0210

道の駅根来さくらの里情報

▲なばな



5　　広報いわで　2013・2 【市民憲章】健やかで生きがいをもつ市民になりましょう

キ
ウ
イ
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

に
完
熟
し
た
果
肉
と
砂
糖
を
炊
い
て

ジ
ャ
ム
に
し
た
も
の
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

次
回
以
降
商
品
化
す
る
ス
イ
ー
ツ

も
何
か
工
夫
を
凝
ら
し
た
も
の
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

11
月
に
商
品
化
し
た
米
粉
と
旬
の

フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

は
、
と
て
も
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ケ
ー
キ
の
生
地
は
薄
力
粉
を
使
っ

て
作
り
ま
す
が
、
今
回
は
地
元
産
の

米
粉
を
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
米
粉

の
「
も
っ
ち
り
し
た
感
じ
」
と
薄
力

粉
の「
ふ
わ
っ
た
し
た
感
じ
」を
ケ
ー

キ
の
生
地
に
出
す
た
め
に
、
薄
力
粉

と
米
粉
を
ブ
レ
ン
ド
し
て
生
地
を
作

り
ま
し
た
。
生
ク
リ
ー
ム
も
軽
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
感
も
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
安
定
剤
の

入
っ
て
い
な
い
純
生
の
生
ク
リ
ー
ム

を
使
い
、
特
殊
な
機
械
を
使
っ
て
、

ミ
ク
ロ
の
気
泡
を
入
れ
て
作
っ
て
い

ま
す
。

　

11
月
に
は
み
か
ん
、
12
月
に
は
キ

ウ
イ
を
使
い
ま
し
た
が
、
フ
ル
ー
ツ

の
持
つ
酸
味
と
完
熟
し
た
と
き
の
甘

み
の
両
方
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
中
に
は
酸
味

の
あ
る
早
熟
の
果
実
を
入
れ
、
そ
れ

「
さ
く
ら
の
里
限
定
ス
イ
ー
ツ
」

製
作
者　

プ
レ
ズ
ィ
ー
ル
・
キ
ム
ラ

Ａ
ｍ
i
（
ア
ミ
）　

シ
ェ
フ
パ
テ
ィ

シ
エ　
　
　
　
　

蒲
池　

昭
寛  

氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

Ｊ
Ａ
紀
の
里
が
合
併
20
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
道
の
駅
「
根
来
さ

く
ら
の
里
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
起
爆
剤
に

な
れ
ば
と
思
い
、
記
念
事
業
を
企
画

し
ま
し
た
。
地
元
産
の
米
粉
と
フ

ル
ー
ツ
を
使
っ
て
何
か
ス
イ
ー
ツ
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ

ろ
、
岩
出
市
内
で
ケ
ー
キ
屋
を
営
む

プ
レ
ズ
ィ
ー
ル
・
キ
ム
ラ
Ａ
ｍ
i（
ア

ミ
）
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
米
粉
と

旬
の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ

を
製
作
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ス
イ
ー
ツ
は
毎
月
、
旬
の
フ

ル
ー
ツ
を
用
い
て
作
っ
て
も
ら
っ
て

お
り
、
11
月
は
み
か
ん
、
12
月
は
キ

ウ
イ
で
し
た
。
こ
の
企
画
は
３
月
ま

で
続
け
る
予
定
で
、「
今
後
は
米
粉

や
な
ば
な
、
ね
ご
ろ
大
唐
な
ど
岩
出

市
の
特
産
品
を
使
っ
た
ラ
ス
ク
等
珍

し
い
加
工
品
を
製
作
・
販
売
す
る
こ

と
に
よ
り
、
岩
出
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地

産
地
消
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
く
ら
の
里
限
定

　

ス
イ
ー
ツ
発
売
中

　

道
の
駅
根
来
さ
く
ら
の
里
で
は
、

Ｊ
Ａ
紀
の
里
合
併
20
周
年
事
業
の
一

環
と
し
て
、
毎
月
20
日
前
後
の
土

曜
・
日
曜
に
地
元
（
岩
出
市
・
紀
の

川
市
）
産
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
根
来

さ
く
ら
の
里
限
定
ス
イ
ー
ツ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ー
ツ
は
岩
出
市
山
の
「
プ
レ

ズ
ィ
ー
ル
・
キ
ム
ラ
Ａ
ｍ
i
（
ア

ミ
）」
と
の
協
同
開
発
で
、
毎
月
旬

の
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
根
来
さ
く
ら
の
里
で
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
旬
の
地
場
産
野
菜
や

農
産
物
加
工
品
を
数
多
く
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○
限
定
ス
イ
ー
ツ
情
報

　

２
月
は
「
い
ち
ご
の
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」、
３
月
は
、「
デ
コ
ポ
ン
、
清
見

等
の
柑
橘
類
を
使
っ
た
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
」
を
販
売
す
る
予
定
で
す
。

※
各
月
の
ス
イ
ー
ツ
販
売
日
は
根
来

さ
く
ら
の
里
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。イ

ン
タ
ビ
ュ
ー

「
さ
く
ら
の
里
限
定
ス
イ
ー
ツ
」

発
案
者　

根
来
さ
く
ら
の
里　

店
長

　
　
　
　
　
　
　

中
川　

隆
弘  

氏

▲
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NEWS
IWADE

【市民憲章】教養を高め歴史と文化を愛する市民になりましょう【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
16
回

岩
出
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
・
第
21
回
公
民
館
フ
ェ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

３
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
で

す
。（
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
展
示
の
み
、
３
月
２
日

（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
５

時
に
も
開
催
し
て
お
り
ま

す
。）
詳
細
に
つ
い
て
は
、

３
月
号
広
報
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

み
な
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

岩
出
市
女
性
の
つ
ど
い

（
男
女
共
同
参
画
推
進

講
座
）
を
開
催
し
ま
す

岩
出
市
民
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
・

公
民
館
フ
ェ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す

　

寒
気
が
こ
と
の
ほ
か
身
に
し
み
る
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
こ
と

去
る
十
二
月
十
五
日
を
も
っ
て
、
岩
出
市
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
平
成
二
十
年
十
二
月
に
教
育
長
を
拝
命
し
て
以
来
四
年
の
間
、
新

学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
や
教
育
施
設
の
耐
震
工
事
を
は
じ
め
と
す
る
諸
改
革
・

事
業
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
本
当
に
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
間
、
皆
様
方
に
は
一
方
な
ら
ぬ
温
か
い
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
公
務
を
離
れ
ま
す
が
、
皆
様
方
に
は
今
ま
で
同
様
の
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

故人のご功績を偲び、 謹んで哀悼の意

を表します。

（故）井尻　頼明

【叙位叙勲】
従六位瑞宝双光章

（労働行政事務功労／元　海南公共
職業安定所長）

表　彰

い  じ  り よりあき

（敬称略）

松尾　隆（根来区）

　次の方が新たに法務大臣から委嘱され

ました。

人権擁護委員の委嘱（新任）

安居　要（岡田）

　安居　要氏が、12 月定例市議会にお

いて選任の同意を得て、平成 24 年 12

月 16 日付けで岩出市監査委員に再任さ

れました。

や  す  い　　 かなめ

岩出市監査委員に再任

ま  つ  お　　 たかし

○
日
時　

２
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
受
付

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
会

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
内
容

　

・
実
践
発
表

　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

・
講
演
会

　
　

落
語

　
　

桂　

枝
曾
丸  

氏

　
　

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座

　
　

鳥
渕　

朋
子  

氏

　

※
手
話
通
訳
、
無
料
一
時
保
育

　
　
（
一
歳
～
未
就
学
児
。
事
前
申
込

　
　

２
月
８
日（
金
）締
切
）あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
女
性
会
議
事
務
局

　
（
市
長
公
室
内
）

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

か
つ
ら

し   

そ   

ま   

る

と
り
ぶ
ち

と  

も  

こ

松
永　

宣
詔

教
育
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

ま
つ
な
が

の
り
あ
き
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【市民憲章】産業を育成し活力あふれるまちづくりに努めましょう

　12 月 16 日執行の衆議院小選挙区選

出議員選挙は、市内 19 カ所の投票所に

て一斉に投票が行われ、午後 9 時 20 分

からは、市民総合体育館にて即日開票を

行い、結果は次のとおりとなりました。

当日有権者数　　４１，１５９人
投票総数　　　　２２，７４４票
有効投票数　　　２２，１１５票
無効投票数　　　　　  ６２８票
欠票数　　　　　　　　　  １票
投票率　　　　　　５５．２６％

（候補者届出順）

候補者の氏名 党　派 得票数

阪口なおと 日本維新の会   6,800.347

石田真敏 自由民主党 10,761 

吉田まさや 日本共産党   1,946

坂口ちかひろ 民主党   2,607.652

按分の際切り捨てた票数          0.001

合　　　計 22,115 

平成 24 年 12 月 16 日執行

衆議院小選挙区
  選出議員選挙

開票結果

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
し
、
岩
出

市
成
人
式
が
平
成
25
年
１
月
14
日

（
月
・
祝
）
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
新
成
人
に
対
し
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
そ
れ
を
受

け
た
成
人
か
ら
は
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
ナ
イ
ツ
に
よ
る
漫

才
＆
ト
ー
ク
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

第
三
部
で
記
念
撮
影
会
を
行
い
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
す
べ
き
素

晴
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

成
人
式
が
盛
大
に

　
　

開
催
さ
れ
ま
し
た
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地
域
の
絆
を
た
す
き
で
つ
な
ぐ

　

石
田
安
梨
沙　
　

山
崎
北
小
６
年

　

出
水　

綾
乃　
　

山
崎
北
小
６
年

　

中
山　

葉
月　
　

山
崎
北
小
６
年

　

山
根　

千
咲　
　

山
崎
北
小
６
年

　

今
里　

花
音　
　

中
央
小　

６
年

　

池
本
さ
く
ら
子　

山
崎
北
小
５
年

　

梅
本　

優
衣　
　

上
岩
出
小
５
年

▽
中
学
生
男
子

　

石
上　

元
基　
　

岩
出
中　

３
年

　

松
田　

崚
佑　
　

岩
出
中　

３
年

　

中
筋　

千
尋　
　

岩
出
中　

２
年

　

並
松　

翔　
　
　

岩
出
中　

２
年

　

野
見
山　

康
太　

岩
出
中　

２
年

　

牧
野　

泰
人　
　

岩
出
中　

２
年

　

新
屋　

裕
一
朗　

岩
出
中　

１
年

　

西
川　

稜
晟　

岩
出
第
二
中
１
年

▽
中
学
生
女
子

　

稲
津　

知
佳　
　

岩
出
中　

３
年

　

寺
浦　

夏
海　
　

岩
出
中　

３
年

　

井
谷　

祐
依　
　

岩
出
中　

２
年

　

堀
越　

采
奈　
　

岩
出
中　

２
年

　

山
田　

朱
里　
　

岩
出
中　

２
年

　

綿
村　

侑
南　
　

岩
出
中　

２
年

　

小
田　

智
美　
　

岩
出
中　

１
年

　

玉
井　

里
菜　
　

岩
出
中　

１
年

　

中
田　

亜
子　
　

岩
出
中　

１
年

　

蔭
山　

未
悠　

岩
出
第
二
中
１
年

　

来
る
２
月
17
日
（
日
）、
和
歌
山

県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
小
中
学
生
か
ら

選
出
さ
れ
た
選
手
ら
で
選
手
団
を
結

成
し
、
代
表
チ
ー
ム
と
オ
ー
プ
ン
参

加
チ
ー
ム
の
２
チ
ー
ム
が
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

大
会
は
、
紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競

技
場
を
出
発
し
、
県
庁
前
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
10
区
間
21
．１
ｋ
ｍ
で
行
わ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
我
ら
が
岩
出
市

チ
ー
ム
に
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
岩
出
市
選
手
団
》

▽
小
学
生
男
子

　

東　

光
希　
　
　

岩
出
小　

６
年

　

山
本　

優
樹　
　

山
崎
小　

６
年

　

田
中　

照
人　
　

山
崎
北
小
６
年

　

田
中　

陽
人　
　

山
崎
北
小
６
年

　

保
田　

義
直　
　

山
崎
北
小
６
年

　

狹
間　

皐
人　
　

山
崎
北
小
５
年

　

向
藪　

栄
基　
　

山
崎
北
小
５
年

　

北
野　

雄
大　
　

根
来
小　

５
年

▽
小
学
生
女
子

　

有
田　

琉
菜　
　

山
崎
北
小
６
年

○
和
歌
山
県
消
防
協
会
那
賀
支
部
長

　
　
　
　
　

    

勤
続
表
彰
（
17
年
）

　

第
２
機
動
隊　
　
　
　

田
村　

亘

　

第
４
機
動
隊　
　
　
　

西
川
保
喜

　

第
１
分
団
第
２
部　
　

馬
場
俊
成

　

第
１
分
団
第
６
部　
　

畑
村
親
吾

　
（
同
）　
　
　
　
　
　

三
木
登
志
夫

　

第
２
分
団
第
３
部　
　

安
栖
健
一

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

味
村　

藏

　

第
２
分
団
第
６
部　
　

田
中
久
大

　

第
３
分
団
第
３
部　
　

栗
山
豊
治

　

第
４
分
団
第
６
部　
　

津
田
佳
示

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

出
口
秀
幸

○
岩
出
市
優
秀
部
隊
表
彰　

　

第
３
分
団
第
１
部
（
根
来
・
尼
ヶ

　

辻
・
押
川
・
桜
台
）

　

第
４
分
団
第
１
部
（
野
上
野
・
山

　

田
）

平
成
25
年

　

岩
出
市
消
防
団
出
初
式
挙
行

▲各部隊による一斉放水の様子

　

１
月
３
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て

消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
、
中
芝

市
長
挨
拶
の
後
、
部
隊
観
閲
、
永
年

勤
続
者
等
の
表
彰
を
行
い
、
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岩
出
橋
下
流
紀
の
川
の
北

側
河
川
敷
に
お
い
て
、
各
部
隊
が
一

斉
放
水
を
行
い
、
出
初
式
は
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

団
員
の
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

○
和
歌
山
県
消
防
協
会
会
長

　
　
　
　
　

  

勤
続
表
彰
（
20
年
）　

　

第
４
分
団
分
団
長　
　

中
井
祥
貴

　

第
４
機
動
隊　
　
　
　

堀
田
泰
伯

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

松
下
和
彦

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

辻　
　

正

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

中
西
政
喜

　

第
１
分
団
第
３
部　
　

水
﨑
哲
男

　

第
１
分
団
第
４
部　
　

伊
藤
寿
浩

　

第
１
分
団
第
６
部　
　

山
本
政
男

　

第
２
分
団
第
２
部　
　

上
野
史
博

　
（
同
）　
　
　
　
　
　
　

土
生
川
崇

　

第
４
分
団
第
４
部　
　

林　

正
孝

　

第
４
分
団
第
６
部　
　

林　

重
好

～
２
月
17
日
（
日
）
11
時
　
紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場
ス
タ
ー
ト
～

第
12
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

”

“
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抽
選
会
の
日
程
等
は
あ
ら
た
め
て

通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、
応
募
さ
れ
た

方
は
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
時
に
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
応
募
者
本
人
が
来
場
で
き

③
利
用
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
末
ま
で
（
平
成
28
年
２
月
末

ま
で
年
度
ご
と
に
更
新
で
き
ま
す
。）

④
使
用
料

　

１
区
画
年
額
１
，０
０
０
円
（
年

度
途
中
で
利
用
停
止
と
な
る
場
合
も

同
額
と
な
り
ま
す
。）

⑤
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
希
望
場
所
を
記
入
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多

数
の
場
合
は
、
公
開
抽
選
と
な
り
ま

す
。

　

宛
先
：
〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

岩
出
市
役
所　

農
林
経
済
課

　

締
切
：
２
月
28
日
（
木
）
ま
で

　
（
当
日
消
印
有
効
）

⑥
公
開
抽
選
会

　

抽
選
日
：
３
月
19
日
（
火
）

　

時　

間
：

　

・
西
野
農
園　

午
前
９
時
30
分
～

　

・
畑
毛
農
園　

午
前
10
時
～

　

・
中
黒
農
園　

午
前
11
時
～

　

・
山
農
園　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

・
中
島
農
園　

午
後
２
時
30
分
～

　

会　

場
：

　

市
役
所　

３
階　

第
６
会
議
室

　

岩
出
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
野

菜
や
草
花
等
を
栽
培
し
て
い
た
だ

き
、
土
や
緑
な
ど
の
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
じ
て
農
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
民
農

園
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
現
在
の
区
画

を
整
理
し
、
市
民
農
園
の
全
区
画
に

つ
い
て
、
新
た
に
利
用
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

○
募
集
要
領

①
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。
た
だ

し
、
同
一
世
帯
に
つ
き
一
通
の
応
募

と
し
ま
す
。

②
場
所
お
よ
び
区
画
数

　
　
　
　
　
　
　
（
位
置
図
参
照
）

　

・
西
野
・
・
・　

４
区
画

　

・
中
黒
・
・
・　

10
区
画

　

・
中
島
・
・
・　

38
区
画

　

・
山
・
・
・
・　

24
区
画

　

・
畑
毛
・
・
・　

８
区
画

　
（
１
区
画
は
、
約
30
㎡
）

　

区
画
整
理
の
結
果
に
よ
り
、
募
集

区
画
数
が
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

な
い
場
合
は
、
委
任
状
（
様
式
は
問

い
ま
せ
ん
。）
を
ご
持
参
の
上
、
代

理
の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

指
定
さ
れ
た
時
間
に
出
席
さ
れ
な

い
方
は
、
棄
権
と
み
な
し
ま
す
。

　

抽
選
会
に
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課
農
林
係
（
内
線
２
３
７
）

市
民
農
園　

利
用
者
募
集
の
ご
案
内

平
成
25
年
度

紀泉台

紀の川病院 サンホール

あいあいセンター

県道粉河加太線

農免道路 県
道
泉
佐
野
岩
出
線

↑
至

　泉
南
市

←至　和歌山市 至　紀の川市→

山農園

県道小豆島岩出線

岩出市役所

県道小豆島岩出線

ホームセンター 西野農園

中黒農園

中島農園 畑毛農園

国道 24 号線

県道小豆島岩出線
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◆登録方法（空メール送信の場合）◆

◆利用上の注意◆
　・登録は、無料です。登録や削除、メールの受信にかかる通信料やパケット料は、登録する方の負担になります。
　・配信された情報は、個人の責任において利用してください。

◆登録方法についての問い合わせ先◆
　総務課情報推進室　℡ 62-2141（内線 135 ～ 137）

①迷惑メール防止機能の解除
　登録を行う前に、迷惑メール防止機能をご使用の場合は、「info@
city.iwade.lg.jp」からのメールを受信できるように設定してくださ
い。（設定変更については、携帯各社等にお問い合わせください。）

市内放送等をメールで確認できます！

②空メール送信　　iwade@entry.mail-dpt.jp
                   　　　　上記アドレスに空メールを送信してください。
　　　　　　　　　 （件名、本文の記入は不要です。）

　岩出市安心・安全メール配信サービスは、行政情報（市内放送）や学校・保育所情報などに関する情報を、登録いただ
いた携帯電話やパソコンに、メールでお知らせするサービスです。
　いつでもどこでもタイムリーな情報が受け取れます。

配信情報の種類・内容 問い合わせ先
   行 　 政 　 情 　 報   市内放送の内容および岩出市が特に必要と判断した情報など  配信担当課

   安 心 ・ 安 全 情 報   岩出市で起こった事件・不審者情報・緊急情報など  総務課・教育総務課

   学校・保育所情報   各小・中学校、各保育所の緊急時の連絡など  各小・中学校、各保育所

携帯電話の場合は、左記のＱＲコードを読み込

んでメールを送信することも可能です。

③仮登録メールが届きます　

　　仮登録メールが 30 分以内に届きます。30 分以内に仮登録メールが届かない場合は、「info@city.iwade.lg.jp」からのメー

　ルが受信できる設定になっていない可能性があります。①の設定をご確認後、再度②から操作してください。

～岩出市安心・安全メール配信サービス～

岩出市では、防災行政無線放送の内容を確認する電話応答サービスを行っています。
電話応答サービスとは、防災行政無線放送の内容を電話回線を利用して音声でお伝えするサービスです。

市内放送の電話応答サービスをご利用ください！！

電話応答サービスの電話番号は（フリーダイヤル）0120-77-2141 ※電話が集中したとき、話し中
　となる場合があります。

　巨大地震の発生により東日本大震災級の津波を予想した場合、大津波警報に「巨大」という言葉を用いて発表しま
すので、最大限の避難を行いましょう。新しい津波警報などの詳しい内容は、気象庁（http：//www. jma.go. jp/）の

「津波警報の改善」のページをご覧ください。なお、「強い揺れ」や「長くゆっくりとした揺れ」を感じた時は、自ら

の判断でただちに高い場所（高台や避難ビル）へ避難することも重要です。

○問い合わせ先：和歌山地方気象台　℡ 073-422-1328

　 ３ 月 ３ 日 （ 日 ）

開 催 の 「 岩 出 市

民ふれあいまつり」

で登録方法につい

て説明するよ。

　みんな来てね！

３月７日から津波警報が変わります

○問い合わせ先　総務課危機管理係　℡ 62-2141（内線 133）
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税    務    課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　税務課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　市民税係　　　内線141~144
　　　　　　　　固定資産税係　内線145~147
　　　　　　　　納税係　　　　内線151~153　

　平成 24 年度固定資産税第４期分

の納期限は、

　　 2 月 28 日（木）です。

　期日に遅れないようにお納めくだ

さい。

固  定  資  産  税  納  期

【日　時】　平成 25 年 2 月 14 日（木）～ 3 月 8 日（金）

　　　　　午前 9 時 30 分～正午、午後１時～４時　

【場　所】　岩出市役所   ３階　第６会議室

　※土・日は開設しておりません。

　※土地・建物や株式等の譲渡所得及び贈与税の相談は行っていませんので、２の粉河税務署の申告会場で申告して

　　ください。

　※開設初日は混雑が予想されます。混雑の状況により早めに受付を終了させていただく場合があります。

　※当会場は午後４時までとなっておりますので、時間に余裕を持ってお越しください。

　※当会場では納税はできません。金融機関等をご利用ください。

　※申告会場へお越しの際は、前年分の申告書の控え等をお持ちください。

所得税確定申告会場のご案内

１ 岩出市役所での出張相談会場

【日　時】　平成 25 年 2 月 4 日（月）～ 3 月 15 日（金）

　　　　　午前 9 時～午後 5 時

２ 粉河税務署の申告会場

粉河税務署の申告会場は、「紀の川市商工会館」です。

※当会場では納税はできません。金融機関等をご利用ください。

※申告会場へお越しの際は、前年分の申告書の控え等をお持ちください。

〔 〕3 月 11 日～ 15 日までは、市役所職員のみの対応となります。税務署職員に相談されたい方や確定申告書

の控に税務署の受付印が必要な方は、２の粉河税務署の申告会場へお願いします。

市県民税申告書については、3 月 15 日（金）まで当会場で受付します。

【確定申告の問い合わせ先】
　〒 649-6592　紀の川市粉河 807　　粉河税務署　個人課税第一部門　　℡ 0736-73-3301　

　※音声案内に従って電話機を操作してください。なお、申告会場への直接のお問い合わせはご遠慮ください。

【場　所】　紀の川市商工会館（粉河駅南側）

　　　　　紀の川市粉河 878-2

家屋を滅失されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

法務局へ『滅失登記』
※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ

　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・

右のいずれかの手続が必要です。

　家屋に対する固定資産税は、毎年１月１日現在の
状況に基づいて課税されます。年の途中で取り壊し
等された家屋につきましては、翌年度の課税内容に
影響がありますので、必ず手続をお願いします。

※土・日・祝日は開設しておりません。

※会場の都合により、なるべく午後４時ごろまでにお

　越しください。
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生活環境課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　生活環境課　TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　　　　　　　内線185・186
　　　　　　　　クリーンセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL.62-0814

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
資
源
化
を
！

○
可
燃
ご
み
袋
の
販
売
価
格

ご
み
有
料
化
の
仕
組
み

20
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）  

　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

30
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

45
ℓ
袋
（
10
枚
入
り
）

　
　
　
　
　
　
　

４
５
０
円

　

岩
出
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
・
資

源
化
の
推
進
、
負
担
の
公
平
化
を
図
る

た
め
、「
ご
み
有
料
化
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
１
回
、
岩
出
市
よ
り
各
世
帯
の
人
数
に

応
じ
た
ご
み
袋
の
無
料
配
布
が
あ
り
、
そ
れ
を

使
い
切
っ
て
い
た
だ
い
た
後
は
、
個
々
に
購
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
申
請
は
年
１
回
で
す
。

平
成
24
年
６
月
以
降
す
で
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼福祉加算の無料配布枚数

対　　象　　者 20ℓ袋 30ℓ袋 45ℓ袋

①身体障害者手帳（１級または
２級）の交付を受けている方で、
おむつを使用している方

25 枚 17 枚 13 枚

②要介護４または５の認定を受
けている方で、おむつを使用し
ている方

25 枚 17 枚 13 枚

③常時おむつを使用している方
　（上記①②以外の対象の方）

25 枚 17 枚 13 枚

（該当者１人当たりの２月申請分の配布枚数）

　

左
の
該
当
者
に
は
各
世
帯
の
人
数
に
応
じ
た

無
料
配
布
枚
数
に
加
え
て
ご
み
袋
を
無
料
配
布

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福  

祉  

加  

算  

配  

布

　

本
人
ま
た
は
家
族
等
に
よ
り
申
請
を
い
た
だ

い
た
上
で
、
生
活
環
境
課
窓
口
で
ご
み
袋
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
袋
は
、
配
布
の
際
に
20
ℓ
袋
・

30
ℓ
袋
・
45
ℓ
袋
の
中
か
ら
ど
れ
か
１
種
類
を

選
択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
必
要
書
類

①
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、
追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方

　
　
　
　
　
　

の
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

②
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、
追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方

　
　
　
　
　
　

の
印
鑑
、
要
介
護
認
定
通
知
書
ま
た
は
介
護
保
険
証

③
の
該
当
者
：
直
近
の
お
む
つ
の
領
収
書
、
追
加
で
配
布
を
必
要
と
す
る
方

　
　
　
　
　
　

の
印
鑑

■清掃ボランティアをしてくださる　
　団体にごみ袋の配布をしています！
　岩出市内の清掃をしていただけるボランティア団体に

は、市役所にて事前に申請をいただいた上で、清掃ボラン

ティア用（黄色）のごみ袋を配布しています。ただし、清

掃後に余ったごみ袋は返却していただきます。

○対象となる団体
　区・自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他営利を

目的としないボランティア団体等。

○申請受付
　随時受け付け

　ています。

次
回
の
無
料
配
布
引
換
券
の
発
送

は
、
平
成
25
年
４
月
以
降
で
す
。



13　　広報いわで　2013・2

　家庭から発生する古紙等を集団資源回収する団体に対し

て、その回収量に応じて奨励金を交付させていただく制度

がありますので、ぜひご利用ください。

　集団資源回収とは、新聞、雑誌、段ボール等のリサイク

ル可能な資源物を、自治会や子ども会、ＰＴＡなどが自主

的に回収し、資源回収業者に引き渡す活動です。

○対象品目
　新聞、雑誌、チラシ、段ボール、紙パック、ペットボト

■集団資源回収活動を始めませんか？ 　ル、衣類、アルミ缶、スチール缶、ビン類。

　（ただし、岩出市内の家庭から排出されたものに限る）

○交付の対象となる団体
　区・自治会、子ども会、老人会、ＰＴＡ、その他営利を

目的としないボランティア団体等。

○奨励金の額　資源物の回収量１㎏当たり４円です。

○奨励金の交付を受けるには
　事前に団体登録が必要になりますので、市役所にて申請

書を提出してください。

○団体登録受付　随時受け付けています。

○補助対象者
　①市内に住所を有し、かつ、居住してい
　　る方（法人等事業所は除く）
　②市内に店舗を有する販売店から処理機
　　を購入する方
　③平成 25 年 3 月 31 日までの期間に処
　　理機を購入し、自己の住居に設置でき
　　る方
　④周辺の人に迷惑のかからないよう、常
　　に良好な状態で維持管理できる方
　⑤堆肥として利用するなど適切に処理し、
　　生ごみを減量化できる方
　⑥市税の滞納がない方
　⑦過去５年間に電動式生ごみ処理機の補
　　助金の交付を受けていない方
○受付期間
　平成 25 年３月 31 日までの随時。ただし、
補助予定額に達した場合は、その時点で締
め切らせていただきます。
○申込方法
　申請書は、生活環境課窓口または市ウェ
ブサイトから入手できます。申込方法の詳
細については、生活環境課までお問い合わ
せください。
○補助金額等
　1 世帯当たり１台とし、購入金額の２分
の１の額を補助。ただし、補助限度額は
30,000 円とします。

▼平成 24 年度補助金額等

■電動式生ごみ処理機・生ごみ処理容器購入補助制度をご活用ください！

品　名 購入
価格

補助
金額

自己
負担金

生ごみ処理容器（Ａ）120ℓ

　　　直径 65cm ×

　　　高さ 69.2cm

7,875 円 5,250 円 2,625 円

生ごみ処理容器（Ｂ）20ℓ

　　　直径 30.5cm ×

　　　高さ 42.5cm

4,169 円 2,779 円 1,390 円

○補助対象者
　①市内に居住する方（法人等事業所は除く）

　②堆肥化した物については、自己処理できる方

○受付期間
　平成 25 年 3 月 31 日までの随時。ただし、補助予定額に達し

た場合は、その時点で締め切らせていただきます。

○申込方法
　購入をご希望の方は、印鑑をご持参の上、生活環境課までお越

しください。なお、電話でのお申し込みはできませんので、ご了

承ください。

補助率　２／３

補助率　　　１／２
補助上限額　３万円

Ａタイプ
Ｂタイプ（２個で１セット）

電動式生ごみ処理機 生ごみ処理容器
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○冷蔵庫の残り物で献立を考える
　食材の組み合わせをいつもと変えることで、おいしい組

み合わせの料理が発見できるかもしれません。

○アレンジレシピを試してみる
　残った料理をアレンジすると、違った料理に生まれ変わ

らせることができます。

例えば　：　・唐揚げを卵とじにして、親子丼風にする。

　　　　　　・シチューをドリアのソースに使う。

　　　　　　・カレーでカレー春巻、カレーパンを作る。

　　　　　　・おでんを炊き込みご飯の具材にする。

　　　　　　・ポテトサラダでコロッケ、サンドウィッチ

　　　　　　　を作る。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　第３弾は、料理をするときの再利用の工夫をご
紹介します。

　

検
査
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー　
（
℡
０
７
３
‐
４
３
２
‐

６
４
３
３
）
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て
い
る
と
、
汚

泥
・
ス
カ
ム
（
※
）
が
た
ま
り
、
放
っ
て
お
く

と
浄
化
す
る
能
力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ

れ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
毎
年

１
回
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
許

可
業
者
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
と
は
、
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
の
こ

と
。

○
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正

し
く
働
き
、
放
流
水
が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ

う
、
定
期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
守
点
検
は
、

和
歌
山
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
専
門
の
登
録

業
者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

○
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
１
回
（
新
た
に

設
置
、
ま
た
は
構
造
お
よ
び
規
模
を
変
更
し
た

浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
使
用
開
始
後
３
ヵ
月
経

過
し
た
日
か
ら
５
ヵ
月
の
間
に
１
回
）
水
質
に

関
す
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
検
査
手
数
料
の

料
金
が
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

11
条
検
査
手
数
料
（
５
～
10
人
槽
）

・
合
併
処
理
浄
化
槽

　

改
定
前
６
，８
０
０
円
→
改
定
後
５
，８
０
０
円

・
単
独
処
理
浄
化
槽

　

改
定
前
６
，０
０
０
円
→
改
定
後
５
，８
０
０
円

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と
５
０
０
円
の
値

　

引
き
制
度
が
あ
り
ま
す
。

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、
正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
近
所
の
方
々

に
迷
惑
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
定
期
的
に
保
守
点
検
、
法
定
検
査
、
清
掃

を
行
い
、
適
正
な
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地球温暖化対策学習会を
開催しませんか！

地球温暖化対策

シリーズ　57 回目

　地球温暖化防止活動への取り組みを促進するた

め、集会所や公民館など身近な場所で気軽に参加で

きる学習会を行っています。

　担当職員や和歌山県地球温暖化防止活動推進員の

メンバーなどがわかりやすく説明します。

　区・自治会や各種団体に限らず、10 人程度集ま

れば、いつでも学習会を開催します。

　一度、生活環境課までお問い合わせください。

生ごみを減らすための工夫を始め
ませんか？（第３弾）
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○問い合わせ先　生活環境課　　　　　　℡ 62-2141（内線 185・186）

2月
の不燃物と資源ご
みの回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線より東側の地域 6日・20日
（第１・３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線より西側の地域 13日・27日
（第２・４水曜日）

毎週木曜日

　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」には、ポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装
ケース等のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り
扱いますので、資源ごみとして排出されないようにお願いします。

○岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
　「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等の住所確認ができる証明書」により住所の確認を実施させ
ていただいております。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
＊搬入された一般廃棄物が、事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排出
　先の確認にご協力ください。
＊家庭用カセットボンベ・スプレー缶等は、ごみ収集車の火災の原因となりますので使い切ってください。
＊岩出クリーンセンターへお越しになる場合は、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
　してください。（交差点に注意）

　　　　　　　　【ごみの搬入時間は】
　　　　　　　　・月～金／午前 8 時 30 分～正午
　　　　　　　　・土曜日／午前 8 時 30 分～午後 3 時（事業系ごみを除く）

●市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、自己の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第３条）
●事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および市条例）
●事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は岩出クリーンセンターで
　随時受付しています。）
●岩出クリーンセンター内の通行は、職員の指示に従ってください。

岩出クリーンセンター　℡ 62-0814

ご注意

クリーンセンターからのお知らせ

■ごみの出し方やクリーンセンターへの持込方法

家庭系ごみ 事業系ごみ

可燃ごみ（生ごみ等）
市の有料指定袋（緑色）
で持ち込んでください。

市の有料指定袋（緑色）で持ち込んだ場合は、無料です。
有料指定袋（緑色）以外で持ち込んだ場合は、有料です。処理手数料は、
従来のとおり計量後、市条例の単価を乗じて計算した額となります。

不燃物ごみ（カン・ビン等）
従来のとおり無料です。
有料指定袋（緑色）を使
用する必要はありません。

有料です。
処理手数料は、従来のとおり計量後、市条例の単価を乗じて計算し
た額となります。

雑草・剪定木

資源ごみ
無料です。
有料指定袋（緑色）を使用する必要はありません。

可燃ごみ（生ごみ等） 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
不燃物ごみ（カン・ビン等）従来のとおりコンテナで出してください。
雑草・剪定木 市の有料指定袋（緑色）で出してください。
資源ごみ 従来の資源ごみ袋で出してください。

ごみを出す場合

クリーンセンターへ直接持ち込む場合
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からのお知らせ 保険年金課 からのお知らせ
【問い合わせ先】　保険年金課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　国保・年金係　内線191・193
　　　　　　　　保健医療係　  内線167・183

　

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの

健康を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この

制度を健全に運営するためのもので、みなさんに公平に

負担をお願いしています。

　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納付されない場合は、次のような措置をとらせてい

ただきます。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 187・188）

　１４日（木）・２８日（木）午後８時まで

  ２月の夜間納税相談日

１、保険証に替えて「資格証明書」を交付します。
　「資格証明書」の交付を受けると、

　①保険証を交付された場合と同様に、国保税は、課税

　　されます。

　②医療費の全額を自費で支払い、後日国保・年金係へ

　　申請をすれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。

　　ただし、払い戻し額の全額または一部を差し止める

　　ことがあります。

国保税の納め忘れはありませんか？

（災害等により納付が困難なときは、税・延滞金の

減免、一部負担金の免除に該当する場合がありま

す。）

（後期高齢者医療保険料の相談もできます）

２、預貯金や給与等を差し押さえます。（差し押
　　さえられた預貯金等はお返しすることがで
　　きません。）
　　　納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係ま

　　で納税相談にお越しください。

納  期  限  の  お  知  ら  せ
期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用ください。

・平成 24 年度国民健康保険税第９期
・平成 24 年度後期高齢者医療保険料第８期

２月２８日（木）ですの納期限は、

　　

　医療費助成事業は、申請により対象者に受給者証を発行し、医療費の助成を行う制度です（保険適用外の治療費・

文書代・予防接種・検診・入院時の食事代などは助成の対象外です）。すべての制度にそれぞれ「所得制限」や「資
格要件」が設けられています。詳しくは、保健医療係（内線 167・183）へお問い合わせください。

　以下の障害等級のうちいずれかをお持ちの方の入院、通院

および訪問看護療養費に係る医療費を助成する制度です。

○重度心身障害児（者）医療費助成事業

　市に居住する子どもの入院、通院に

係る医療費を助成する制度です。

○子ども医療費助成事業

○ひとり親家庭医療費助成事業
　離婚、死亡などで、18 歳（18 歳以降最初に迎え

る 3 月 31 日）までの児童を養育している配偶者の

ない父または母およびその児童の入院、通院に係る

医療費を助成する制度です。父または母が一定の障

害にある家庭も対象になります。

　67 歳から 69 歳までの方で、資格要件に該当す

る方は、１割負担で医療を受けることができる制度

です。

○老人医療費助成事業

小学校就学前（6 歳以降最初に迎える 3 月 31 日まで） 入院および通院

小学生（12 歳以降最初に迎える 3 月 31 日まで） 入院のみ

・身体障害者手帳（１級、２級、３級および４級の一部）
・療育手帳Ａ１、Ａ２　・特別児童扶養手当１級、２級
・精神障害者保健福祉手帳１級、２級
・障害年金１級、２級

各  種  医  療  費  助  成  事  業  の  お  知  ら  せ

※ただし、平成 18 年 8 月 1 日以降に 65 歳以上で初め
　て上記に該当する障害に認定された方は、助成の対象
　になりません。
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長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198・189
　　　　　　　　長寿社会係　内線327　

長寿介護課 からのお知らせ

【問い合わせ先】　長寿介護課　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　　介護保険係　内線198・189
　　　　　　　　長寿社会係　内線327　

　岩出市の介護保険サービスや施設等を公正に運営して

いくための話し合いの場として、介護保険運営委員会を

設置しています。

　なお、委員会は傍聴することができますので、傍聴を

希望される方は、長寿介護課介護保険係までお問い合わ

せください。（ただし、内容によっては非公開となる場

合もあります。）

納  期  限  の  お  知  ら  せ

2 月 28 日（木）です
平成 24 年度介護保険料普通徴収第９期 期日に遅れないようにお納めください。

便利で確実な口座振替制度をご利用ください。の納期限は、

○事前申込　電話でお申し込みできます

第３回「介護保険運営委員会」
を傍聴してみませんか？

○傍聴者の定員
　８名　希望者多数の場合は、先着順になります。

○開催日時
　２月中旬～下旬（予定）
※開催日が決まり次第、市ウェブサイトに掲載します。

○問い合わせ先　介護保険係（内線 179）

○ 65 歳になると介護保険の第 1 号被保険者になり、市　
　から被保険者証と介護保険料の納付書が送られてきま　
　す。
　被保険者証は、被保険者としての資格を証明するとと

もに、要介護の認定における申請の際に必要なものです

ので、大切に保管してください。

介護保険料の納付を
　　　　　　お忘れなく！

○介護保険料はいつから納めるの？
　介護保険料は、65 歳の誕生日の前日が属する月分か

らかかります。介護保険料の算定方法等は、第２号被保

険者のときと違いますので、送付されてくる通知書でご

確認ください。

○どうして保険料を納めないといけないの？
　介護保険制度は、介護を必要とする方を社会全体で支

える制度であり、介護保険料は制度を支える大切な財源

の一つです。

　介護が必要になったとき安心して介護保険のサービス

を利用できるよう保険料は必ず納めましょう。
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【問い合わせ先】　岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　　保健推進課　　TEL.61-2400
　　　　　　　　電話のかけ間違いにご注意
　　　　　　　　ください　

保健推進課 からのお知らせ

保  健  事  業  予  定  表（平成 25 年 2 月・3 月）

平成 25年2月分 平成 25年3月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 25日(月） 平成24年10月生まれ 25日（月） 平成24年 11月生まれ 13：00～13：15
岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

26日（火） 26日（火）

７か月児 19日（火） 平成24年  7月生まれ 18日（月） 平成24年   8月生まれ 13：00～13：1520日（水） 19日（火）

１歳8か月児 12日（火） 平成23年  6月生まれ 12日（火） 平成23年   7月生まれ 13：00～13：1513日（水） 13日（水）

３歳６か月児   8日（金） 平成21年  7月生まれ   8日（金） 平成21年   8月生まれ 13：00～13：3015日（金） 15日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 12日（火） 平成24年  3月生まれ 12日（火） 平成24年   4月生まれ 9：00～9：3013日（水） 13日（水）

２歳６か月児
  8日（金）

平成22年  7月生まれ
  8日（金）

平成22年   8月生まれ 9：00～9：30
15日（金） 15日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

27日（水）

 ・妊婦体操　　　　　　
 ・産後のうつ予防　　　
 ・新生児期の赤ちゃんに
   ついて

27日(水）

 ・ママの体操　　　　　
 ・赤ちゃん体操（産婦・生
   後１か月～４か月まで
   の赤ちゃんが対象です。）

  9:45～10:00

  　(予約制）

 

栄
養
教
室

離乳食 18日（月） 離乳食について 11日(月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

 

健
康
相
談

一般健康相談
毎週月曜日

（平日のみ）
      健康や育児等に
      ついての相談

毎週月曜日

（平日のみ）
      健康や育児等に
      ついての相談

9:30～11:00

献　血
日程・場所はテレビから
でも確認できます。

○確認方法
テレビ和歌山→

リモコンのdボタンを押す

→「けんけつ＋ちゃんねる」

→「献血場所を探す」

  9日（土）
 オークワミレニアシテ

 ィ岩出店
  3日（日）

 岩出市総合保健福祉セン

 ター（ふれあいまつり）

19日（火）

 岩出警察署

 （9：30～12：00）
  9日（土）

 オークワミレニアシテ

 ィ岩出店

 赤井工作所 

 （13：30～16：30）

10：00～12：00                       
13：00～16：00

・一般献血 （16～69歳）
・65歳以上の方は、
  60～64歳のときに
 １回でも経験のある
  方

　平成 24 年度の乳がん・子宮がん無料検診の対象者（平成 23 年 4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日までの間に下記の節目

の年齢になった女性の方）には、５月末に検診無料クーポン券を送付しています。まだ受診されていない方は、お早めに

受診してください。なお、岩出市のがん検診と重複して受診ができません。ご了承ください。

▼乳がん検診の対象者 ▼子宮がん検診の対象者
年　齢 生　年　月　日
20 歳 平成   3 年４月２日～平成   4 年４月１日
25 歳 昭和 61 年４月２日～昭和 62 年４月 1 日
30 歳 昭和 56 年４月２日～昭和 57 年４月１日
35 歳 昭和 51 年４月２日～昭和 52 年４月１日
40 歳 昭和 46 年４月２日～昭和 47 年４月１日

年　齢 生　年　月　日
40 歳 昭和 46 年４月２日～昭和 47 年４月１日
45 歳 昭和 41 年４月２日～昭和 42 年４月 1 日
50 歳 昭和 36 年４月２日～昭和 37 年４月１日
55 歳 昭和 31 年４月２日～昭和 32 年４月１日
60 歳 昭和 26 年４月２日～昭和 27 年４月１日

乳がん・子宮がんクーポン対象者の無料検診が２月末で終了します
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うつ
３月７日（木）午後 1 時 30 分～ 3 時

★場　所：岩出市総合保健福祉センター

　　　　　（あいあいセンター）３階 視聴覚室

★受　付：午後１時～

★定　員：８０名　

ワクチンの名称 子宮頸がん予防ワクチン

対象者
平成 24 年度対象：平成８年４月２日生～平成 12 年４月１日生の女子
　　　　　　　　  （中学１年生～高校１年生相当年齢の女子の方）
★高校２年生：平成23年度中に接種を受けている方は対象となります。

助成回数
３回（年度内に３回接種を終了するには、接種期間が６ヵ月必要ですの
で早めの接種をお勧めします。）

助成内容 １回接種につき上限 １５, ９３０円

ワクチンの名称 ヒブワクチン 小児用肺炎球菌ワクチン
対象者 生後２か月以上～５歳未満

助成回数

接種開始年齢 回数 接種開始年齢 回数
生後２か月以上～７か月未満 ４回 生後２か月以上～７か月未満 ４回
生後７か月以上～ 12 か月未満 ３回 生後７か月以上～ 12 か月未満 ３回

１歳以上 5 歳未満 １回
１歳以上 2 歳未満 ２回
２歳以上 5 歳未満 １回

助成内容 １回接種につき上限 ７, ９６０円 １回接種につき上限 １０, １４０円

助成期間 平成 24 年４月２日～平成 25 年 3 月 30 日（平成 25 年度以降は未定）

接種方法 個別接種（岩出市および紀の川市内受託医療機関）　　　　　　
一覧については岩出市ウェブサイトをご覧ください。

医療機関への持参品 健康保険証、母子健康手帳（予診票は医療機関にあります）

注意事項
この予防接種は任意です。　　　　　　　　　　　　　　　
接種を希望する方は、予防効果や目的、とても重い副反応の可能性について、理解したうえで
接種しましょう。

○子宮頸がん予防ワクチン接種事業

○ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン接種事業

○子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン共通事項

平成 24 年 4 月 2 日～平成 25 年 3 月 30 日

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン
の予防接種費用を助成しています

実施期間

じゃない？それって

健康講座

～うつの正しい知識と対処法を聞いてみませんか？～

ましまメンタルクリニック

を開催します

以前に比べて元気がない、表情がさえないなど、自分や周りの人にこのよう

なことが続いていませんか…。うつは、誰でもかかる可能性があります。

ぜひ、この機会に、聞いてみませんか。

○申し込み・問い合わせ先
　岩出市総合保健福祉センター　保健推進課　岩出市金池 92 番地　℡ 61-2400（おかけ間違いのないように）

馬島　將行　医師

★申込方法：電話で氏名・住所・電話番号をお伝えください 。

※ただし、定員をこえた場合は、申込を締め切らせていただき

　ますので、ご了承ください。

ま  し  ま まさゆき
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休日や夜間に利用できる病院のご案内

○和歌山市夜間・休日応急診療センター
　℡ 073-425-8181　所在地：和歌山市吹上５丁目 2-15（和歌山市中保健所内）

○和歌山県救急医療情報センター
　365 日 24 時間対応。近くの医療機関の案内があります。

℡ 073-426-1199
http://www.wakayama.qq-net.jp/

夜
間
診
療

診療科目 診　療　時　間

内科
平日 午後８時～翌午前０時

土曜・休日・年末年始（12/29 ～１/3）午後７時～翌午前６時

小児科
平日 午後８時～翌午前６時

土曜・休日・年末年始（12/29 ～１/3）午後７時～翌午前６時

耳鼻咽喉科
平日 午後８時～翌午前０時

土曜・休日・年末年始（12/29 ～１/3）午後７時～翌午前０時
※年末年始のみ午前６時まで

休
日

診
療

診療科目 診　療　時　間
内科・小児科 日・祝・年末年始（12/29 ～１/3） 午前 10 時～正午・午後１時から午後５時

耳鼻咽喉科 日・祝・年末年始（12/29 ～１/3） 午後１時から午後５時

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

休
日

診
療

診療科目 診　療　時　間
内科・外科・小児科 日・祝・年末年始（12/29 ～１/3） 午前 9 時～正午・午後１時～午後 4 時 30 分

夜
間

診
療

診療科目 診　療　時　間

内科
土・日・祝祭日

（平成 24 年 12 月 8 日（土）～平成 25 年 3 月 10 日（日）の期間のみ）
午後８時～午後 10 時

※乳幼児・小児は和歌山市夜間・休日応急診療センターで対応

○那賀休日急患診療所　℡ 77-6410　所在地：紀の川市東大井 350

※診察を受ける場合は事前に電話でご確認ください

診療時間は、午前 10 時～正午までと
　　　　　　午後１時～４時までです。

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

2
月

3 日 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763

10 日 滝川歯科 岩出市森273 63-0655

11 月 山中歯科医院 紀の川市貴志川町神戸784 64-2379

17 日 井関歯科医院 岩出市清水326-4 62-2223

24 日 加山歯科 紀の川市西大井93-2 77-5655

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来
　院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありま
　すので、電話が通じないときは消防署
　（℡ 61-1791）にお問い合わせください。

　

働
く
あ
な
た
を
応
援
し
ま

す
。

　

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
小
規
模
事
業
所
で
働
く
皆

様
の
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る

た
め
、
当
番
産
業
医
の
医
院
・

診
療
所
で
健
康
相
談
を
行
い
ま

す
。

○
対
象　

　

労
働
者
数
50
人
未
満
の
事
業

　

主
お
よ
び
労
働
者

○
日
時　

２
月
６
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

上
岩
出
内
科
・
脳
神
経
外
科

　

岩
出
市
野
上
野
66
‐
１

　

℡
69
‐
５
５
０
０

○
相
談
料　

無
料　

　
（
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
）

※
相
談
は
事
前
に
予
約
が
必
要

○
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

・
伊
都
・
那
賀
地
域
産
業
保

　
　

健
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
７
３
６
‐
42
‐
２
５
０
２

　

・
那
賀
医
師
会

　
　

℡
77
‐
３
１
５
１

労
働
者
の
健
康
相
談
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コーナー
【問い合わせ先】　生涯学習課　  TEL.62-2141（代）

　　　　　　　　青少年女性係　内線282 青少年健全育成

　家族でイベントに参加し、普段できない体験を通して、話す時間や機会が増え、楽しい思い出づくりや、絆づくりにな

るよう岩出市青少年育成市民会議では、いろいろな企画を実施しています。

☆１２月　「自転車盗難防止」についての啓発活動を行いました！

　家族でのふれ合いは、子どもが思いやりの心、社会的マナーを学ぶ大切な時間です。普段忙しく過ごしておられる「子

育て家庭」の方も、意識して地域の行事や、イベント等に参加してみてください。

違う世代の方との交流は、子どもたちの豊かな心を育みます。

※親子でご参加いただき、木工細工では、指導者の説明を聞き、作業に集中する姿が印象的でした。

　寄せ植えでは、できた作品をみて喜ぶ親子の笑顔が輝いていました。そんな親子とふれ合えたスタッフの笑顔も輝いて

　いました。今後も、「親子元気アップ事業」を継続して実施してまいりますので、ご参加くださいますようお願い申し

　上げます。

「親子の絆ＩＮ・げんきの森」に参加して
　小学３年生の息子と「元気の森」に行ってきました。寄せ植え体験では、穴を開けたペットボトルに花を植え、外

側の木枠はおそわりながら自分で組み立てていくというものでした。工具を使うのが大好きな息子はとても楽しんで

作っていました。そこには見渡せば沢山の手作り作品が置いてあり、それらはみな森で集められた木の実や枝等を利

用して作られているのです。

　子どもたちは、目をキラキラさせながらその手作りおもちゃで遊んでいました。あいにくの雨で午後からのウォー

クラリーは中止となりましたが、十分楽しむことができました。

　建物の裏には、素敵なウッドデッキに手作り感いっぱいのイスとテーブルが置かれてあり「晴れてたらここで大自

然を眺めながらお弁当を食べてたんだろうな」と想像しながら帰ることとなりました。

今度は家族みんなでまた出かけて行きたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湯浅　ゆかり

「親子元気アップ」～子どもの笑顔輝かそう～

☆ 「親子の絆ＩＮ ・ げんきの森」 事業を親子ペア合

計 25 組とスタッフで計 65 名の参加をいただき、

実施しました。

　参加された方の感想を一例ご紹介します。

子どもたちのつぶやき

・山の空気冷たいな、お天気やったらよかったのにな！

・またハイキングにきたい（寄せ植えの花を並べながら）

・お父さんより僕の方がセンスいいんやで！

　青少年育成市民会議、保護司会、更生保護女性会、岩出警察署、青少年セ

ンター合同で「自転車盗難防止」について物資とチラシ 700 枚による啓発

を実施しました。

　今年度、毎月の街頭指導でも行っている啓発です。自転車は施錠すること

でかなりの確率で盗難被害を避けられます。少しの間でも必ず鍵をかけま

しょう。

寄
せ
植
え
作
り
の
様
子

▲

▲

木
工
ク
ラ
フ
ト
の
様
子
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暮らしの

情  報
岩出市役所…………………62-2141（代）
（岩出市教育委員会）

総合保健福祉センター……61-2400
地域子育て支援センターいわで…62-3362
地域子育て支援センターあいあい…61-2983
クリーンセンター…………62-0814
市民総合体育館……………62-0370
民俗資料館…………………63-1499

岩出図書館…………………62-7222
岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

主　な　機　関　の　連　絡　先
   

子
育
て

  

子
育
て
講
座

○
テ
ー
マ

「
子
ど
も
た
ち
の
知
能
を
伸
ば
す
か

か
わ
り
方
、
し
か
り
方
」

○
日
時　

２
月
20
日
（
水
）

　
           

午
前
10
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー　
（
３
階　

視
聴
覚
室
）

○
講
師　

臨
床
心
理
士

　
　
　
　

奥
出　

久
実　

氏

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組
（
一
時
保
育
あ
り
）

○
申
込
期
間

　

２
月
４
日（
月
）～
２
月
15
日（
金
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

お  
く  

で　
　

   

く　

み

  

親
子
で
楽
し
も
う
！

　
　

レ
ッ
ツ
ダ
ン
ス
♪

○
内
容　

親
子
で
ダ
ン
ス

○
講
師　

福
田　

り
ゅ
う
ぞ
う  

氏

○
対
象　

１
歳
～
４
歳
の
幼
児
と
そ

　
　
　
　

の
保
護
者

○
定
員　

25
組

○
申
込
期
間

　

２
月
１
日（
金
）～
２
月
12
日（
火
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
61
‐
２
９
８
３

　

曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
な
が
ら
親
子

の
絆
を
深
め
た
り
身
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
味
わ
っ
た
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

○
日
時　

２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
正
午

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー（
３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル
）

  

☆
子
育
て
相
談
☆

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

℡
０
７
３
‐
４
４
１
‐
０
８
０
８

ふ  

く  

だ

　

子
育
て
の
悩
み
な
ど
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

○
相
談
場
所
・
相
談
時
間

・
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

　

医
療
支
援
室

　

平
日
（
月
～
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

・
公
立
那
賀
病
院

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

○
相
談
担
当
者

　

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、
社

会
福
祉
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

○
利
用
方
法

　

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
い
た
だ

き
、
相
談
内
容
で
面
談
が
必
要
で
あ

れ
ば
、
予
約
日
を
決
め
て
来
院
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
相
談
は
無
料
で
す
。）

   

生
涯
学
習

　

今
回
の
講
座
は
、
自
然
環
境
か
ら

み
た
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
日
時　

２
月
２
日
（
土
）

　

       　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

２
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
根
来
２
３
０
６
‐
１
）

○
テ
ー
マ

　

根
来
寺
周
辺
の
森
林
の
変
化
と
利

用　

～
里
山
の
い
ま
・
む
か
し
～

○
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
根
来
山
げ
ん
き
の
森
倶

楽
部
事
務
局
長

　
（
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

　

岡
田　

和
久  

氏

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　

℡
63
‐
１
４
９
９

  

歴  

史  

講  

座

　
　
　

お  

か  

だ　
　

 

か
ず
ひ
さ 

  

ふ
れ
あ
い
学
級

○
芸
術
鑑
賞

　
「
平
家
物
語
と
琵
琶
法
師

　
　
　
　
　
　

～
解
説
と
演
奏
～
」

○
講
師
＝
稲
田　

武
彦　

氏

　
　
　
　

佐
谷　

妙
子　

氏

▼
山
崎
学
園

　

日
時　

２
月
６
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時　

２
月
８
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時　

２
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時　

２
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時　

２
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

さ　

や　
　
　

た  

え  

こ

い  

な  

だ　
　

 

た
け
ひ
こ

　

場
所　

根
来
地
区
公
民
館

※
ふ
れ
あ
い
学
級
生
随
時
募
集

○
対
象　

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
８
３
）
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暮らしの情報

   

ス
ポ
ー
ツ

 

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

　
   

で 

遊 

ぼ 

う
！

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
で

は
、
ア
リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一

般
開
放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
健

康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が
必

　

要
で
す
。

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は
応

　

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、
そ
の

　

他
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場
制

　

限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
（
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
内
）

　

℡
62
‐
０
３
７
０

     

催　

し

○
対
象　

川
の
水
環
境
に
興
味
の
あ

　
　
　
　

る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人

○
定
員

　

協
議
会
12
市
町
村
全
体
で
50
名　

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
協
議
会

　

  

事
務
局
で
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

○
申
込
方
法　

２
月
25
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
（
団

体
名
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・

年
齢
を
記
入
ま
た
は
伝
え
て
）
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
長
公
室
企
画
調
整
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
３
）

　
　

63
‐
５
２
２
９

E-m
ail　

 koushitsu@city.iw
ade.lg.jp

     

募　

集

　

で
き
ま
す
。

○
定
員　

25
名

○
募
集
期
間　

２
月
末
日
ま
で

　

定
員
に
な
り
次
第
、
募
集
を
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

来
年
度
で
第
８
回
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
に
卒
業
さ
れ
た
学
生

の
皆
さ
ん
も
、
修
得
さ
れ
た
交
通
安

全
知
識
を
実
践
の
場
で
充
分
発
揮
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

○
申
込
要
領
等
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
交
通
防
犯
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）

  

岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大
学

　
　

  

学　

生　

募　

集

　

平
成
25
年
度
第
８
回
岩
出
市
と

き
め
き
交
通
大
学
の
学
生
募
集
を
行

い
ま
す
。
岩
出
市
と
き
め
き
交
通
大

学
で
は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

と
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
目
的
と

し
、
４
月
か
ら
翌
年
１
月
ま
で
、
月

一
回
の
参
加
実
践
型
の
講
習
会
等
を

実
施
し
ま
す
。

○
応
募
条
件 　

原
則
65
歳
以
上
で
岩

　

出
市
在
住
で
あ
れ
ば
、
運
転
免
許

　

の
有
無
を
問
わ
ず
誰
で
も
申
込
み

　

紀
の
川
（
吉
野
川
）
の
源
流
の
森

を
訪
ね
、
水
環
境
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

　
　
　
　
（
午
後
４
時
解
散
予
定
）

○
集
合
場
所　

森
と
水
の
源
流
館

（
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
宮
の
平
）

　

℡
０
７
４
６
‐
52
‐
０
８
８
８

○
内
容　

川
上
村
三
之
公
「
水
源
地

　
　
　
　

の
森
」
の
散
策
な
ど

○
参
加
料　

無
料

　
　
　
　
　
（
昼
食
は
各
自
持
参
）

 「
市
民
に
よ
る
源
流
体
験
会
」

 　
　
　

     

参  

加  

者  

募  

集

　

   

吉
野
川
・
紀
の
川
流
域
協
議
会
主
催

FAX

  
公
民
館
講
座
（
一
般
）

「
ハ
ワ
イ
ア
ン
リ
ボ
ン
レ
イ
」

　

色
々
な
素
材
で
ス
ト
ラ
ッ
プ
や

シ
ュ
シ
ュ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

３
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

○
場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

○
材
料
費　

１
，５
０
０
円

○
募
集
定
員　

20
名

○
対
象　

20
歳
以
上
の
岩
出
市
民

○
準
備
す
る
も
の　

か
ぎ
針
８
号

○
申
し
込
み
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
公
民
館
講
座
・

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

公
民
館
係　

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

　

２
月
15
日
（
金
）
必
着

な
お
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

前
回
の
源
流
体
験
会
の
様
子

▲

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

▲

四
輪
車
事
故
体
験
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
体
験
の
様
子
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午
後
１
時
～
４
時

　
　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室

　

２
月
26
日
（
火
）

　
　

午
後
１
時
～
４
時

　
　

市
役
所
ロ
ビ
ー
前
会
議
室

相　

談

    

☆
行  

政  

相  

談
☆

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
、
行
政
機
関

が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
等
ど
ん
な
こ
と
で

も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時　

２
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

○
場
所　

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階　

Ｃ
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

   

☆
消
費
生
活
相
談
☆

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸
金

業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

★
岩
出
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

２
月
12
日
（
火
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

★
紀
の
川
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

２
月
13
日
（
水
）・
27
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

紀
の
川
市
役
所　

南
別
館

　
　

２
階　

相
談
室
小

○
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
77
‐
２
５
１
１

　

☆
教  

育  

相  

談
☆

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

・
山
崎
北
小
学
校

　

・
岩
出
中
学
校

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン
ド
）

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
電
話

62
‐
２
１
４
１
内
線
２
７
４
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

☆
被
害
者
支
援

　
　
　
　

無
料
相
談
☆

○
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

紀
の
国
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

℡
０
７
３
‐
４
２
７
‐
１
０
０
０

　

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど
の
被
害
者

や
家
族
等
か
ら
の
電
話
、
面
接
に
よ

る
相
談
に
弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、

犯
罪
被
害
者
相
談
員
が
お
答
え
し
ま

す
。

○
日
時　

２
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

橋
本
市
東
家
１
丁
目
６
‐
27

　

教
育
文
化
会
館

○
相
談
方
法

・
面
接
相
談

　

当
日
も
受
付
可
能
で
す
が
、
で
き

　

る
限
り
前
日
ま
で
に
予
約
し
、
会

　

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
電
話
相
談

　

℡
０
７
３
６
‐
３
９
‐
３
０
０
１

　
（
当
日
の
み
の
専
用
電
話
で
す
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

   

お
知
ら
せ

 

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
児
童
の
登
下
校
時
の
警

戒
、
夜
間
の
見
回
り
等
を
行
っ
て

い
る
自
治
会
、
そ
の
他
の
団
体
に
対

し
、「
腕
章
、
防
犯
ベ
ス
ト
、
青
色

灯
、
自
転
車
パ
ト
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ト
」

等
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
交
通
防
犯
係　
　

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
３
１
）

精
神
保
健
福
祉
講
演

会
の
ご
案
内

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
心
あ
る
人
は

多
く
て
も
、
こ
こ
ろ
の
病
気
の
と
な

る
と
自
分
と
は
関
係
な
い
と
思
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に

つ
い
て
正
し
い
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。（
入
場
無
料
）

○
日
時　

２
月
14
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

○
場
所

　

那
賀
総
合
庁
舎
３
階
大
会
議
室

○
内
容　

講
演
会

　

・
講
師

　
　

ま
し
ま
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　

院
長　

馬
島　

將
行  

氏

※
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
場
や
席
を

　

利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
問
い

　

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

　

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
保
健
所
保
健
福
祉
課

　

℡
61
‐
０
０
２
１

　
　

62
‐
８
７
２
０

講　

演

FAX

　
　
　

ま  

し  

ま　
　

 

ま
さ
ゆ
き 
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岩
出
警
察
署
か
ら
の

　
　
　

お  

知  

ら  

せ

　

携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

使
用
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
ま
す

か
？

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
好
き
な
と

き
に
、
欲
し
い
情
報
を
欲
し
い
だ
け

得
ら
れ
る
大
変
便
利
な
道
具
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
不
確
実
で
無
責
任

な
情
報
や
、
違
法
な
情
報
、
有
害
情

報
も
溢
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
ア
ク

セ
ス
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
子
ど
も

た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま

う
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
無
関
心
が
、
子
ど
も
た

ち
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
犯
罪

へ
向
か
わ
せ
る
大
き
な
要
因
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
危
険

性
を
き
ち
ん
と
教
え
、
利
用
時
間
帯

な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め
て
、
守
ら
せ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

　

和
歌
山
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例

が
改
正
さ
れ
、
青
少
年
の
携
帯
電
話

に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
な
い

場
合
、
保
護
者
は
理
由
書
を
携
帯
電

話
業
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
警
察
署

　

℡
63
‐
０
１
１
０

　

写
真
付
き
の

　
　
　
　

住
基
カ
ー
ド

　
（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）

　

  

こ
ん
な
と
き
便
利
で
す
！

　

申
請
時
、
必
要
な
も
の
そ
の
他
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
１
５
９
）

　

・
有
効
期
限
は
10
年
間

・
転
出
し
て
も
、
新
住
所
で
使
用
で

   

き
ま
す
。（
手
続
が
必
要
）

①
本
人
確
認
が
で
き
る
公
的
な
証
明

　

書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

・
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
後

　
　

に
本
人
で
あ
る
証
明
を
必
要
と

　
　

す
る
と
き

　

・
銀
行
や
郵
便
局
で
口
座
を
開
設

　
　

す
る
と
き

　

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
る

　
　

と
き

　

・
市
役
所
窓
口
で
住
民
票
、
戸
籍

　
　

謄
抄
本
、
印
鑑
証
明
書
や
転
出

　
　

証
明
書
等
を
交
付
申
請
す
る
と
き

②
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
の
手

続
が
必
要
で
す
。

＊
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３

年
間
と
な
っ
て
お
り
、
手
数
料
は

５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

＊
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
IC
カ
ー
ド
読

み
取
り
装
置
）
の
購
入
が
必
要
で

す
。

  　
　

住  

基  

カ  

ー  

ド  

申  

請  

に  

必  

要  

な  

も  

の

【後  日  交  付  と  な  る  場  合】

・
原
則
、
ご
本
人
様
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
（
縦
４
．５
㎝
・
横
３
．５
㎝
で
、
申
請
前
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た

   

正
面
向
き
、
無
帽
無
背
景
の
も
の
）

・
印
鑑

・
カ
ー
ド
手
数
料
５
０
０
円

・
次
の
本
人
確
認
書
類

　

本
人
が
、

・
届
い
た
書
類
（
照
会
書
お
よ
び

　

回
答
書
）

・〈
本
人
確
認
書
類
Ｂ
〉
か
ら
２

　

点
・
印
鑑

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

即
日
交
付
で
き
る
本
人
確
認
書

類
が
な
い
場
合
は
、

　

申
請
時
〈
本
人
確
認
書
類
Ｂ
〉

か
ら
２
点
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
「
照
会
書
お
よ
び
回
答

書
」を
本
人
宛
に
お
送
り
し
ま
す
。

〈
本
人
確
認
書
類
Ｂ
〉

▼
健
康
保
険
証

▼
介
護
保
険
証

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

▼
年
金
手
帳
等

・〈
本
人
確
認
書
類
Ａ
〉
か
ら

  

２
点

　
　

ま
た
は

・〈
本
人
確
認
書
類
Ａ
〉
か
ら

  

１
点
と
〈
本
人
確
認
書
類
Ｂ
〉

  

か
ら
１
点
を
お
持
ち
く
だ
さ

  

い

〈
本
人
確
認
書
類
Ａ
〉

▼
運
転
免
許
証

▼
パ
ス
ポ
ー
ト

▼
身
体
障
害
者
手
帳
等

▼
顔
写
真
が
添
付
さ
れ
た
官
公
署　

　

発
行
の
証
明
書

【即  日  交  付  出  来  る  場  合】

和歌山県
岩出市

0000年00月00日まで有効
性別 男

岩出　太郎
岩出市西野209番地

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先
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【２月の休園日】５日（火）、１２日（火）、１９日（火）、２６日（火）

和歌山県植物公園緑花センターからのお知らせ
【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター
〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672
〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570
〔ＨＰ〕http://www.w-botanicalgarden.jp　　〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

【ワクワク教室】 参加申込受付中！！  開催時間は 13 ： 30 ～ 16 ： 00

２月　３日（日）　／   春の七草を食べよう　 　　　　　　 ／材料費３００円必要　　　　

【展示会】 開催時間は
　9 ： 00 ～ 17 ： 00
　（最終日は 16 ： 30 まで）

２月１７日（日）　／   ひな祭りを飾る寄せ植え教室　　      ／材料費２，０００円必要

２月　９日（土）～１１日（月・祝）　　　　　

／　なごみ盆栽銘風展　

２月１０日（日）  ／　絵手紙教室～早春の便りを描く～　 ／材料費３００円必要　　　   

／　早春の洋ラン展、早春の盆栽展

２月１６日（土）～１７日（日）　

２月２４日（日）　／　洋ランの育て方教室

な
ご
み
盆
栽
銘
風
展
の
様
子

▼

［

米や
地域の食材
を使った

料理

岩出市生活研究グループ協議会

【料理名】　　☆　切り干し大根の五色なます　☆

【材料】（４人分）

・切り干し大根　・・・・・・  ３０ｇ

・ニンジン　・・・・・・・・・・  ２０ｇ  

・干し柿　・・・・・・・・・・・・  ２個

・昆布　・・・・・・・・・・・・・・  １０ｃｍ角くらい

・きゅうり　・・・・・・・・・・  １/２本

・白ごま　・・・・・・・・・・・・   少々

・Ａ

　　酢　・・・・・・・・・・・・・  大さじ３

　　だし汁　・・・・・・・・・  大さじ３

　　薄口しょう油　・・・  大さじ１．５ 

　　みりん　・・・・・・・・・  大さじ１．５  

①　切り干し大根は水洗いし、軽く茹でて
　から水に漬けてかためにもどす。

②　ニンジン、干し柿、きゅうり、昆布はせ
　ん切りにする。
③　Ａをよく混ぜてから①・②を合わせ少
　し漬け込んでおく。
　　食べる直前にごまをふる。
　　好みによって酢の量を加減する。

　※大根はせん切りにし、熱湯をかけ脱水
　してから干すと２～３日で乾く。
　　なるべく寒い時期にするとよい。

【作り方】

（
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（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

大
西
真
弘
・
横
瀬
大
樹

　
　
　
　
（
近
大
生
物
理
工
学
部
）

３
位　

境
昭
英
・
中
弥
耕
二

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
２
部

優
勝　

北
野
真
悠
・
櫻
井
彰
子

　
　
　
　
（
近
大
生
物
理
工
学
部
）

２
位　

土
岐
宣
子
・
水
井
小
有
里

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

３
位　

伊
藤
栄
美
・
荒
尾
真
理
子

　
　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
３
部

優
勝　

田
中
崇
訓
・
南
善
基

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

２
位　

桂
英
準
・
宮
本
真

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

３
位　

前
田
好
徳
・
清
原
崇
文

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
３
部

優
勝　

亀
井
和
子
・
藪
邦
子

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

３
位　

水
井
和
子
・
吉
野
信
子

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
出
ク
ラ
ブ
）

３
位　

東
里
映
・
辻
知
穂

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
振
興
局
）

▽
４
部

優
勝　

中
野
桃
香
・
奥
野
百
合
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
高
校
）

２
位　

吉
田
尚
幸
・
望
月
優

　
　
　
　
　
（
オ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
）

第
27
回
岩
出
市
民

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
主
催

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
11
月
25
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
１
部

優
勝　

宮
村
大
輔
・
山
東
祐
也　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

中
村
寛
・
岩
西
俊
幸

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

友
渕
貴
俊
・
弓
庭
史
裕

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

土
岐
宗
資
・
竹
田
光
洋

　
　
　
　
　
（
ス
ク
エ
ア
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
１
部

優
勝　

茶
谷
彩
有
・
川
嶋
咲
稀　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
高
校
）

２
位　

玉
井
沙
也
加
・
山
本
美
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
高
校
）

３
位　

茶
谷
由
紀
子
・
今
井
智
栄
子

　
　
　
　
　
　
（
キ
ラ
ラ
ク
ラ
ブ
）

３
位　

北
原
し
き
・
松
下
新
菜

　
　
　
　
　
　
　
（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
２
部

優
勝　

平
野
英
孝
・
白
水
彰
良

第
８
回
海
南
市
秋
季

　
　
　
　

ペ
タ
ン
ク
大
会

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
11
月
24
日
（
土
）

○
場
所　

海
南
市
民
運
動
場

○
結
果

▼
ト
リ
プ
ル
ス
の
部(

64
チ
ー
ム
参
加
）

第
３
位　

岩
出
赤
と
ん
ぼ

　

大
塚
勲
・
鈴
木
勇
三
・
藪
下
進

　

   （
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
所
属
）

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
11
月
11
日(

日)

○
場
所　

岩
出
市
立
体
育
館

○
結
果

▽
男
女
混
成
Ａ
ゾ
ー
ン
の
部

優
勝　

さ
く
ら

▽
男
女
混
成
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
部

優
勝　

ウ
イ
ン
グ

▽
フ
リ
ー
男
子
の
部

優
勝　

Ｈ
Ｋ
Ｎ
37

▽
フ
リ
ー
女
子
Ａ
ゾ
ー
ン
の
部

優
勝　

さ
く
ら

▽
フ
リ
ー
女
子
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
部

優
勝　

ウ
イ
ン
グ
Ｊ
ｒ

第
７
回
岩
出
市
民

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　   

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催

   
大
会
結
果

▽
小
学
３
年
生
女
子
の
部

優
勝　

中
山
紅
里

（
岩
出
柔
伸
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
）

第
７
回
那
賀
地
方

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
12
月
２
日
（
日
）

○
場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

個
人

▽
小
学
６
年
生
女
子
の
部

２
位　

寺
本
未
夢

第
25
回 

和
歌
山
県
紀
北

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
大
会
日　

　

平
成
24
年
11
月
24
日
（
土
）

○
場
所　

和
歌
山
市
立
河
南
体
育
館

▽
男
子
の
部

ダ
ブ
ル
ス

　

準
優
勝　

門
田
和
真
・
関
野
竜
雅

　

３
位　

高
垣
瑛
広
・
門
颯

　

３
位　

原
啓
斗
・
市
橋
卓

シ
ン
グ
ル
ス

　

３
位　

門
田
和
真

▽
６
年
生
以
下
女
子
の
部

シ
ン
グ
ル
ス

　

準
優
勝　

杉
山
明
日
香

　
　
　
（
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
）
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★
環
境
権

　
「
環
境
権
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
す
か
。「
環
境
権
」
と
は
、

一
九
七
二
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

国
連
人
間
環
境
会
議
で
採
択
さ
れ

た
人
間
環
境
宣
言
（
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
宣
言
）
に
お
い
て
、
人
間
の

基
本
的
権
利
で
あ
る
と
明
記
さ

れ
、「
人
は
、
尊
厳
と
福
祉
を
可

能
と
す
る
環
境
で
、
自
由
、
平
等

及
び
十
分
な
生
活
水
準
を
享
受
す

る
基
本
的
権
利
を
有
す
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
誰
も
が

よ
り
良
い
環
境
を
享
受
で
き
る
権

利
」
の
こ
と
で
す
。

★
環
境
問
題

　

今
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
環
境

破
壊
は
、
こ
れ
ま
で
の
局
地
的
な

公
害
と
は
違
い
、
地
球
規
模
で
の

広
が
り
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
そ

れ
は
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
の

経
済
活
動
や
毎
日
の
消
費
生
活
が

拡
大
し
、
高
度
に
な
り
、
経
済
成

長
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環

人 

権 

の
視
点
か
ら

境
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る
ま
で
に

至
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
増
加
に
よ
る
地
球
温
暖

化
や
フ
ロ
ン
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

化
学
物
質
問
題
な
ど
は
、
地
球
的

規
模
で
未
来
に
影
響
を
及
ぼ
す
重

大
な
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
環
境
と
人
権

　

か
け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
を

守
り
お
互
い
の
生
命
と
生
活
を
守

る
た
め
に
は
、
環
境
問
題
は
重
要

な
人
権
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
に

立
っ
て
、
新
し
い
社
会
経
済
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築
や
一
人
ひ
と
り
の

価
値
観
・
生
活
ス
タ
イ
ル
の
転
換

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
生
活
環
境
や
自
然
環
境
の
破

壊
を
人
権
尊
重
の
視
点
に
立
ち
未

然
に
防
ぐ
こ
と
は
、
私
た
ち
人

間
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
大
変
重
要
で

す
。

★
今
月
の
お
す
す
め
絵
本

「
環
境
と
人
権
」

☆
ち
い
さ
い
お
う
ち

　

バ
ー
ジ
ニ
ア
・
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン

　

文
・
絵

　

石
井 

桃
子  

訳

　

出
版
：
岩
波
書
店

【
内
容
】

　

静
か
な
い
な
か
に
、
ち
い
さ
な
お

う
ち
が
た
っ
て
い
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ

の
木
や
畑
に
か
こ
ま
れ
て
、
た
い
へ

ん
し
あ
わ
せ
で
い
た
が
、
ま
わ
り
に

工
場
が
た
ち
、
電
車
が
通
っ
て
、
に

ぎ
や
か
な
町
に
な
る
と
・
・
・
。

テ
ー
マ

/12

回
　

21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

呼
ば
れ
る
と
と
も
に
、「
環
境
の

世
紀
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
環
境

問
題
は
、
人
間
の
生
命
に
関
わ
る

人
権
問
題
で
す
。
人
権
と
環
境
が

大
切
に
さ
れ
る
住
み
よ
い
社
会
と

地
球
を
つ
く
る
た
め
に
、
人
権
問

題
と
と
も
に
環
境
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
、
今
、
私
た

ち
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11

☆
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん

　

真
珠 

ま
り
こ  

作
・
絵

　

出
版
：
講
談
社

【
内
容
】

　

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
が
来
る

よ
。
お
皿
の
上
の
食
べ
残
し
、
お
茶

碗
に
つ
い
た
ご
は
ん
つ
ぶ
。
も
っ
た

い
な
ー
い
と
言
っ
て
く
る
よ
。「
も
っ

た
い
な
い
」
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？

も
の
を
大
切
に
す
る
心
が
そ
だ
つ
絵

本
。

＊
い
ず
れ
も
岩
出
図
書
館
に
所
蔵
し

　

て
い
ま
す
。

　

市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

○
日
時　

２
月
12
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。

☆
人
権
相
談
☆

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～
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根来公園墓地

○根来公園墓地は豊かな自然に抱かれています。

使 用 者 募 集 中！  

豊かな自然に囲まれて、静かな空間がそこにあります。そろそろ、うぐい
すの鳴き声が聞こえてくる頃です。

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 223）

「うぐいすの鳴く声が聞こえる」

耐 震 診 断 を 受 け ま せ ん か？無料で

※設計・改修に対しての補助金制度もあります。

・昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅限定
  （プレハブ住宅は除く）

・専用住宅、兼用住宅（1/2 以上が住宅）２階建以下、延べ床面積
  ２００㎡以下

問い合わせ先　都市計画課開発指導係　℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

○
本
人
通
知
制
度
と
は
？

　

こ
の
制
度
は
、
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
の
写
し
等
証
明
書
を
第
三
者
に
交

付
し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た
方

に
交
付
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度
で

す
。

　

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
の
写
し
等
の

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人

の
権
利
侵
害
の
防
止
等
を
図
る
た
め

に
、
平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

○
な
ぜ
こ
の
制
度
が
で
き
た
の
か
？

　

現
在
の
法
律
で
は
、
弁
護
士
や
司

法
書
士
等
の
資
格
を
持
つ
人
は
、
職

務
上
必
要
な
た
め
に
特
別
に
他
人
の

戸
籍
や
住
民
票
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
、
本
籍
地
や
家
族
構
成
、
年
齢

な
ど
の
個
人
情
報
を
得
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
こ
の
法
律
が
悪
用
さ
れ
る

と
、
大
変
な
人
権
侵
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

戸
籍
等
の
不
正
取
得
に
つ
い
て

は
、
各
地
で
事
件
が
摘
発
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
に
、
調
査
会
社
の
依
頼

を
受
け
て
戸
籍
や
住
民
票
の
写
し
等

を
大
量
に
不
正
取
得
し
、
そ
の
情
報

を
売
買
し
て
い
た
事
件
が
あ
り
ま
し

○
本
人
通
知
制
度
へ
の
登
録
を

　

不
正
取
得
は
私
た
ち
誰
に
で
も
起

こ
り
得
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に

つ
な
が
る
身
元
調
査
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
、
個
人
情
報
の
不
正
利

用
等
を
防
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

本
制
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権

を
守
り
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
た

め
制
定
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰
か

が
自
分
の
個
人
情
報
を
取
得
し
た
こ

と
が
わ
か
れ
ば
、
不
正
取
得
の
早
期

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
不

正
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ

と
か
ら
、
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
実
効
性
を
高
め
る
た

め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の

皆
様
が
本
制
度
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
本
人
通
知
制
度
へ
登
録
く

だ
さ
い
。
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

た
。
不
正
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
は

警
察
官
や
そ
の
家
族
へ
の
脅
迫
等
に

悪
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
調

査
会
社
が
戸
籍
等
の
個
人
情
報
を
複

数
の
探
偵
業
者
に
売
っ
て
い
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
不
正
取
得
に
よ
り
、
結

婚
や
就
職
の
際
の
身
元
調
査
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
等
に
悪
用
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
人
通
知
制

度
は
、
こ
う
し
た
不
正
取
得
に
よ
る

個
人
の
権
利
侵
害
の
防
止
を
図
る
た

め
導
入
し
た
も
の
で
す
。

○
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す

　

不
正
取
得
は
、
不
正
に
個
人
情
報

を
取
得
し
た
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
取
得
を
依
頼
す
る
人
が

い
る
か
ら
発
生
す
る
の
で
す
。
す
べ

て
の
人
が
人
権
を
尊
重
し
て
い
れ
ば

こ
う
い
っ
た
問
題
は
起
こ
ら
な
い
の

で
す
。

　

不
正
取
得
は
、
私
た
ち
の
人
権
に

か
か
わ
る
問
題
で
す
。
自
分
自
身
の

人
権
を
守
る
た
め
に
も
、
他
人
の
人

権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に
も
、
一
人

ひ
と
り
が
人
権
意
識
を
高
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

は
、人
権
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　

問
題
で
す

不
正
取
得
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社  

会  

教  

育  

施  

設 
 　

　

   

管 

理 

人 

募 

集

○
募
集
人
員　

１
名

○
応
募
資
格

①
65
歳
未
満
の
方

②
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

　

を
使
用
で
き
る
方

③
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

　

る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
方

○
雇
用
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
（
月
）
～

　

９
月
29
日
（
日
）
ま
で
の
６
ヵ
月
間

　

週
６
日
（
６
～
８
時
間
／
日
）

○
賃
金　

時
給
９
０
９
円

　

通
勤
手
当
（
２
ｋ
ｍ
以
上
～
）、

　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

　

険
、
労
災
保
険
適
用

○
受
付
期
間

　

２
月
１
日（
金
）～
２
月
15
日（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

　

郵
送
可
能
（
２
月
15
日
必
着
）

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１

　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
９
４
）

※
面
接
日
等
詳
細
は
、
後
日
通
知

   

市 

立 

学 
校

　
　

臨 

時 

職 
員 
募  
集

・
給
食
配
膳
補
助
員

　
　

時
給
７
８
０
円
・
雇
用
保
険
適
用

○
そ
の
他　

・
介
助
員

　
　

教
員
免
許
状
所
有
者
、
ホ
ー
ム

　

ヘ
ル
パ
ー
資
格
所
有
者
歓
迎
し
ま

　

す
。

・
給
食
配
膳
補
助
員　

　
　

調
理
師
免
許
資
格
取
得
者
歓
迎

　

し
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

２
月
18
日
（
月
）
ま
で

　
（
土
日
祝
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
１
通

　

郵
送
可
能
（
２
月
18
日
必
着
）

　

提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
採
用
に
つ
い
て　

　

提
出
書
類
を
受
付
後
、
後
日
面
接

　

を
実
施
し
ま
す
。

　
（
面
接
日
等
詳
細
は
、
後
日
通
知

　

  

し
ま
す
。）

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９

　

教
育
総
務
課
学
校
教
育
係

　

℡
62
‐
２
１
４
１
（
内
線
２
７
５
）

　

市
立
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
臨
時

職
員
（
介
助
員
・
給
食
配
膳
補
助
員
）

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

・
介
助
員　

若
干
名

・
給
食
配
膳
補
助
員　

１
名

○
職
務
内
容　

・
介
助
員

　
　

支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒

　
　

の
学
校
生
活
介
助
業
務

・
給
食
配
膳
補
助
員

　
　

給
食
の
配
膳
の
補
助
業
務

○
雇
用
期
間
お
よ
び
勤
務
期
間

　

平
成
25
年
４
月
５
日
か
ら
６
ヶ
月

　

間
（
一
回
更
新
有
）

・
介
助
員　

　
　

午
前
８
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
（
休
憩
45
分
含
）

・
給
食
配
膳
補
助
員

　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

○
賃
金　

・
介
助
員　

日
給
７
，０
４
０
円

　
　

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　
　

保
険
適
用

３　

当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

　

懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当
該

　

処
分
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な

　

い
者

４　

人
事
委
員
会
ま
た
は
公
平
委
員

　

会
の
委
員
の
職
に
あ
っ
て
、
第
五

　

章
に
規
定
す
る
罪
を
犯
し
刑
に
処

　

せ
ら
れ
た
者

５　

日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

　

お
い
て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ

　

の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

　

破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党

　

そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
ま
た

　

は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

○
受
付
時
間　

　

２
月
18
日（
月
）～
２
月
28
日（
木
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類　

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
１
通

　

郵
送
可
能
（
２
月
28
日
必
着
）

※
履
歴
書
に
は
必
ず
連
絡
で
き
る
電

　

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○
面
接
日　

　

後
日
、
電
話
連
絡
し
ま
す
。

○
そ
の
他　

　

自
動
車
で
通
勤
す
る
場
合
は
、
駐

　

車
料
金
と
し
て
月
額
２
，０
０
０

　

円
が
必
要
で
す
。

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
４
９
‐
６
２
０
２

　

岩
出
市
根
来
２
２
７
３
‐
２

　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

　

℡
62
‐
０
８
１
４

○
募
集
人
員　

１
名

○
業
務
内
容　

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
収
集
作
業
員

　
（
ご
み
収
集
お
よ
び
ご
み
分
別
な

　

ど
の
業
務
）

○
雇
用
期
間

　

平
成
25
年
４
月
１
日
～
９
月
29
日

○
勤
務
体
制　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
４
時
15
分

　
（
休
憩
60
分
含
）

　

月
～
金
の
祝
日
は
勤
務
日
で
、
土

　

曜
日
も
勤
務
の
場
合
あ
り

○
賃
金　
　

日
給
１
０
，７
３
０
円

○
勤
務
先　

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
（
岩
出
市
根
来
２
２
７
３
‐
２
）

○
待
遇

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
保
険
・
雇

　

用
保
険
・
労
災
保
険
・
通
勤
手
当
・

　

特
別
賃
金
あ
り

○
応
募
に
つ
い
て　

　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

　

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

　

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

(

地
方
公
務
員
法
第
16
条)

１　

成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人

２　

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

　

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は

　

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

　

な
る
ま
で
の
者

   

岩
出
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

臨  

時  

職  

員  

募   

集

岩
出
市
臨
時
職
員

　
　
　

を
募
集
し
て
い
ま
す
！
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図書館へ

岩出図書館

行こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

2月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーのブックポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

3 日・10 日　
「おはなしドロップス」

岩出図書館おはなし室

午後 1 時 30 分から

毎週日曜日に、
　おはなし会
　　開催！！おはなし会

2 月の

場所

　ネバーランドにある妖精の谷ピクシー・ホロウに女の子の妖精が誕
生し、ティンカー（もの作り）の妖精 “ ティンカー・ベル ” と名付けら
れる。もの作りこそが彼女の才能なのだ。折から谷は人間の住むメイ
ンランドへ春を届ける準備に大忙し。ところが、道具作りや修理が仕
事のもの作りの妖精は水や植物を司る妖精たちと一緒にメインランド
へ行くことができないと知り、別の才能を開花させようと春を呼ぶ仕
事に挑戦する。

　岩出図書館（分館・分室含む）では　特別整理期間とし
て年に一度（２月）の休館をします。この間に 23 万冊以
上ある所蔵資料の動きを止めての一斉点検や、普段できな
い建物機器の修理・点検を行います。 図書館の資料は貸
出・返却や館内閲覧によって位置が常に動くことや、置き
場所が細かく決まっているために、その位置にないと資料
探しのご要望にお応えできないという事態が発生します。 
快適で便利に図書館をご利用いただくために必要な作業を
行っています。

特別整理期間って、なあに？

○休館前・休館中のご案内
★休館に伴い、1 月 29 日（火）～ 2 月 11 日（月）の間
　の図書の貸出は、貸出期間を 3 週間に延長します。
★図書の貸出冊数は、最多で 10 冊です。
★視聴覚資料（貸出期間 1 週間 3 点）・複製画（貸出期間 1 ヶ
　月 1 点）については、通常どおりです。

岩出図書館は、特別整理期間のため休館させていただきます2 月 12 日（火） ～ 2 月 25 日（月）

特別整理期間のお知らせ

※ 2 月 28 日（木）は、休館日です。
※ 3 月 1 日（金）は、館内整理日です。

2 月 12 日（火）～ 2 月 15 日（金）の終日、インターネッ
トサービス（蔵書検索・予約等）を停止させていただき
ます。
　この期間以外の休館時については、インターネットサー
ビスをご利用いただけます。ただし、受取可能の予約資
料の確保および通知は 2 月 26 日以降になります。ご迷
惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。

★図書館システムの点検のため、

○特別整理期間の作業内容
①ハンディ端末を使っての全資料の点検（23 万冊以上の資料
　のバーコードを 1 冊ずつチェックします）　
②建物設備の点検・修理（耐久機材の交換や点検修理をします）
③機器類の定期点検修理（機械部品の交換や点検修理をします）
④普段できない清掃（本をよけて書架を清掃します）
⑤防災設備の点検や訓練（非常ベルや消火設備の点検修理や防
　災訓練をします）
⑥書架整理（増えた本の移動や古い雑誌などの処分をします）

（日本語吹替・日本語字幕）

図書館ＤＶＤ上映会

開場　午後 1 時 15 分 開演　午後 1 時 30 分

＊入場は無料です（先着 100 名）

●ティンカー・ベル（78 分）

日　時　

場　所　

2 月 11 日（月・祝）

時間

岩出図書館　大会議室

★返却期限の前にお返しいただく場合は次の返却ポストを
　ご利用ください。
　・岩出図書館返却ポスト（正門の右側）
　・駅前ライブラリーブックポスト
　　　ただし、ＤＶＤ・ビデオ・ＣＤなどの視聴覚資料、　
　　紙芝居など破損の恐れのある資料は開館時に直接カウ
　　ンターにお返しください。

※ 2 月 26 日（火）、27 日（水）の図書の貸出は通常どお
　りです。（貸出期間２週間・５冊）
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市の人口と世帯（平成 24 年 12 月末現在）
総人口 : 53,341 人（男 : 25,800 人　女 : 27,541 人）
世帯数 : 21,202 世帯　　
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詳しくは、４ページへ

 「なばな」を練りこんだ「米粉うどん」

米粉と旬のフルーツを使った
さくらの里限定スイーツ

　 道 の 駅 根 来 さ く ら の 里 で は、
ＪＡ紀の里合併 20 周年事業の一
環として、毎月 20 日前後の土曜・
日曜に地元（岩出市・紀の川市）
産フルーツを使った限定スイー
ツを販売しています。

道の駅根来さくらの里
岩出市押川 37-1　℡ 0736-69-0210

岩出特産の「なばな」
　独特のほろ苦さと、かすかな甘みが
あって、春先の若菜らしい特有のおい
しさが好まれている緑黄色野菜です。

道の駅は
ここだよ♪

道の駅限定スイーツ

なばな米粉うどん


